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ニュースサイト

ニュースサイト利用率は73.4%、速報性が高利用率の理由
資料2-6-9　ニュースサイトの利用の有無　N＝3,350

ニュースサイトは73.4%の利用者が閲覧

しており、インターネット技術を駆使した

速報性という意味では、テレビやラジオ

のメディアよりも詳細情報を早く知るこ

とができるため、利用率が高いのは頷け

る結果である。年代別では、10代、70

代の利用率が低く、これはほかの年代と

比較すると時間的に余裕があるため、イ

ンターネットのニュースよりは、新聞、テ

レビ等ほかのメディアから情報を入手し

ていると推測される。

ない 
26.6％ 

ある 
73.4％ 
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ニュースサイト利用者2,458サンプルのよく利用するニュースサイトは、「ポータル系のサイト」と「新聞系のサ

イト」であった。1位のポータル系サイトについては、情報検索、メッセンジャー、チャットなど複数のサービス

を利用する際にアクセスするため、トップページに掲載される速報を見てから詳細情報を閲覧する機会が多く、利

用率が高いのではないかと推測される。

ポータル系サイトと新聞系サイトが高利用率
資料2-6-10　よく利用するインターネットのニュースサイトの種別（2003年-2004年）

0 20 40 60 80 100％ 

無回答 

その他 

TV系・通信社のサイト   
（TBS、NTV、CNNなど） 

スポーツ新聞系サイト   
（Sanspo、日刊スポーツ、 

中日スポーツなど） 
 

新聞系のサイト   
（asahi.com、Nikkei.net、 

Yomiuri on Lineなど） 
 

ポータル系のサイト   
（Yahoo!、goo、インフォシーク、 

exciteニュースなど） 

2004年  
N=2,458

2003年  
N=2,050

0.0％ 
0.1％ 

1.7％ 

1.7％ 

11.9％ 

18.4％ 

17.6％ 

20.3％ 

56.1％ 

58.9％ 

76.8％ 

78.2％ 
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ニュースサイト

テレビは速報性が評価され41.3%、インターネットは23.1%で2番目
資料2-6-11　ニュースを手に入れるために利用頻度の高いメディア　N＝3,350

利用頻度の高いメディアは、「テレビ」

（41.3%）、「インターネットのニュース関

連のホームページ」（23.1%）で、速報

性が高いメディアが上位を占めた。年代

別では、20代が「インターネットのニュ

ース関連サイトのウェブサイト」、50代、

60代が「新聞」、30代と70代が「テレ

ビ」の利用率が相対的に高いのが特徴と

して挙げられる。

無回答 
9.0% 
 

街、電車、タクシーの中など公共の場での電光掲示板より 

0.3%

携帯電話/PHSの情報サイトにアクセスして 
0.3％ 

テレビ（衛星放送） 
0.4％ 

携帯電話/PHSのメールニュース速報 
1.1％ 

ケーブルテレビ 
1.4％ 

ラジオ 
2.0％ 

ニュースメール配信 
6.4％ 

新聞 
14.7％ 

インターネットのニュース関連の 
ウェブサイト 
23.1％ 

テレビ（地上波） 
41.3％ 
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